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総務経済委員会行政視察報告 
 

視察第 2日 佐賀県武雄市 ２０２5年 5月 15日（木） 

 

●視察先・視察項目 

 

武雄市 
「行政改革プランと窓口業務民間委託について」 

武雄市の概要 
武雄市は、佐賀県の西南部に位置し、

平成１８年３月 武雄市・山内町・北方

町の合併で誕生した杵藤地区広域市町村

圏域の中心都市。 

 市の北端の川古川、西の松浦川の流れ

による岩木盆地。神六山から潮見川を経

て六角川にそそぎ川澄盆地。市中央を東

西に横切る武雄川を含む２河川が武雄北

方盆地を形成し、白石平野と連なり、武

雄市の穀倉地帯となっている。 

※いで湯（1300 年）と陶芸（400 年） 

のふるさと武雄 

 

人口と面積 （２０２５年４月時点） 

○人 口： ４５，９５９人 

○面 積： １９５．４０ｋ㎡  

 

１視察目的 

 1．行政改革プラン 
本市合併と時期が近く、１市２町の合併であった。合併による効果を発揮しながら 

行政サービスの最適化やスリムな組織と定員適正化により財務基盤の強化を図ってき 

た。第４次（令和３年度～令和７年度）行政改革プランにおいては、市民一人一人が 

幸せに暮らすことができるまちづくりを推進しながら、長期的に持続可能な健全な財 

政運営を目指すことを新たな基本目標としており、本市の状況によく似ていることか 

ら行政改革に向けての取り組みについて視察する。 
 

2．窓口業務民間委託 
合併支援措置の地方交付税廃止に加え、職員数の適正化による人員削減があるも、 

  市民サービスの質を維持する必要から第４次行政改革プランにて行政サービス業務の 

民間委託方針が示され、市民課窓口業務が選択。令和３年１０月からの委託開始によ 

る成果と市民の反応について視察する。 
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２視察内容 

① ・行政改革基本プラン 
 

視察対応者  
議会事務局  江上議会事務局長 

総務部財政課 藤井課長 朝重係長 
  武雄市は、平成１８年３月合併以来、３期１５ 

年間にわたって行政改革に取り組んだ。合併効果 

を発揮しながら、地方交付税の財政支援措置の終 

了を見据え、行政サービスの最適化・スリムな組 

織・定員の最適化を進め、財政基盤の強化を図っ 

てきた。 

 合併後１５年間で約８７億円 

 計画期間 基  本  目  標 目標（億円） 実績（億円） 

第１次 H19～H22 市民参加と市民・行政の協働 合併効果発揮 ５３ ４１ 

第２次 H23～H27 合併支援措置の終了を見据えた財政基盤強化 １３ １４ 

第３次 H28～R 2 合併支援措置の終了を見据えた財政基盤強化 ２０ ３２ 

                                ８６    ８７ 

 

改革プラン 
１.基本目標 

 人口減少社会において持続可能な財政基盤強化 

 

２.基本方針 

  1. 行政サービスと資産を見直す 

民間力活用（行政サービス業務民間委託）事務事業見直し 公共施設マネジメント 

  ２.行政サービスのデジタル化  

   行政手続きのデジタル化 

行政事務の効率化 

  ３.市民とつながる 地域を活かす 

市民協働 地域経済活性化 

  ４.職員の働き方と職場を考える  

   働き方改革 
   人材育成と活性化 定員適正化 

  ５.将来へ持続できる経営を目指す 
   歳出削減（９億円） 

   歳入確保（６億円） 

３.計画期間 令和３年度から令和７年度 
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②・窓口業務民間委託 民間力活用（行政サービス業務民間委託） 

視察対応者 

議会事務局   江上議会事務局長 

福祉部市民課 元澤係長 力安副主幹 
 

・市民課窓口の住民サービス向上   

 令和３年１０月から業務委託開始  
 

 

 １.行政サービスにおける業務の民間委託 

  目 的 専門的知識・技術・経験を有する民 

間事業者に委託することにより、民間 

事業者のノウハウを活用した安定かつ 

効率的な窓口サービス提供体制を構築 

するとともに、公権力の行使や行政サ 

ービスの企画・立案・相談など公でし 

か担えない業務に財源や人材などの限 

られた行政資源を集中させることによ 

り、多様化する行政ニーズにこたえる 

体制を整え、持続可能な質の高い行政 

サービスを実現 

 

第１期民間委託 

令和３年１０月～令和６年９月 委託料１億３，８３５万２，８１８円（税込） 

  第２期民間委託 

令和６年１０月～令和９年９月 委託料２億２千万円 

委託業務内容 ３１、内他課業務 こども家庭課２ 健康課１ 総務課１ 

 

２.民間委託後の職員の数 

令和２年４月 ２６人 

令和７年４月 １３人 
 

３.市民の反応 

市民アンケート 毎年度実施 

第１期民間委託  ●委託開始当初【窓口対応時間がかかりすぎ 】 

【他課との連携うまくいっていない】の意見あり 

          ●委託者と協議・業務改善により 

令和４年５月に約７割のお客様から満足いただける結果を得た 

●委託者と協議・業務改善策継続により 

更に満足度向上し、利便性は向上したと捉えられた 

第２期民間委託 ●委託業者変更・業務量増加あるも委託者と協議・業務改善策を 

           行い、満足度向を図る 
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４.効果と課題 

 事  前  想  定 評    価 

効  果 
人事異動に左右されない安定的な窓口サ
ービスの提供 

３月から４月の繁忙期 順調な業務遂行 

メリット 

住民サービス（接遇） アンケート結果 好評価 

繁忙期・繁忙時間に応じた適切な人員配置 
フルタイムとパートタイム（４時間）の組
み合わせ 柔軟に対応 

人件費削減効果 長期的視点が必要 年間１千万円の削減効果 

課  題 市職員の能力育成 課題あり 

デメリット 
市職員の窓口対応減少 
新規配属職員の業務能力取得に時間がか
かる 

新規配属職員と既存職員とで確認を行う
が、様々なパターンから時間を要する 

 

５.市内の市民雇用 

第１期民間委託 １５人の内８人 

第２期民間委託 １４人の内７人 

 

６.現金の取り扱い 

  委託業者が集め ⇒ 翌日金融機関へ 釣銭用小口現金保有 

 

 

３所感 
 

本市と同時期の平成１８年３月に武雄市・山内町・北方町の新設合併の市である。合

併支援措置の地方交付税の廃止に加え、職員適正化に基づく人員削減、市民サービスの

質を維持することの必要性を重視し、令和３年度からの第４次行政改革プランにて行政

サービスの民間委託を推進し、１０月より１期目の民間委託が開始された。 

  これは、武雄市は合併後行政サービスの民営化を果敢に実践、市民病院（平成２１

年）保育所（平成２０年朝日保育所・平成２６年武雄保育所）の民営化、更に武雄図書

館（平成２４年）をはじめ７施設の指定管理を実施した。行政サービスの民営化により

大幅な歳出削減ができ、第３次行政改革の期間から２代目小松市長の英断により、前述

の民間委託としたことを大きく評価する。本市も様々な山積した諸課題（不祥事を含む)

を抱える行政運営において、議会の堅実な行動にて二元代表制の役割を果たし、市民の

負託に応えてゆくことを肝に銘じ議会活動に邁進して行くべきと思慮する。 

                         

                  文責 総務経済委員会 山口洋一 

 

 


